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はじめに
訪問介護の世界へようこそ。
このハンドブックは、新たに訪問介護の世界へ一歩を踏み出してくれたあなたを応援したいという思いから、船橋市訪問介護事業者連絡会『サービス提供責任者部会』で意見を出し合い、協力して作りました。

訪問介護は、利用者さんのご自宅を訪問し、その方が大切にしてきた暮らしを支える仕事です。
初めて支援に入るときは、分からないことや不安なこともあると思います。
このハンドブックには、訪問介護員として最初に知っておきたいことや、支援先で大切にして欲しい基本をまとめています。

すべてを一度に覚える必要はありません。研修で学ぶとき、同行訪問の前、現場で迷ったとき——必要なときに、何度でもこのハンドブックを開いてください。
そして、分からないことは一人で判断せず、周りの人に確認・相談しながら、一つずつ経験を積んでいきましょう。
この一冊が、訪問介護の専門職として歩み始める、あなたの「はじめの一歩」を支えるものになれば幸いです。
	このハンドブックの使い方
読む　入職時研修で基本を学ぶ
確認する　同行や訪問前に必要なページを見返す
考える　「考えてみよう」で自分ならどうするか考える
書く　学んだことや確認したいことを残す
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Chapter
1
	訪問介護の仕事を知る


あなたを待っている人がいます
訪問介護は、利用者さんのいつもの暮らしの中に入り、その生活を支える仕事です。
私たちにとっては、たくさんある訪問の一つでも、利用者さんにとっては、あなたが来ることを待っている大切な時間かもしれません。

「今日は誰が来るのかな」「少し話を聞いてもらおう」「これで今日も安心して過ごせる」——そんなふうに、訪問を楽しみにしてくださる方もいます。
訪問介護で支えるのは、食事や入浴、掃除や買い物だけではありません。その方がこれまで大切にしてきた生活や習慣、そして「これからも自分らしく暮らしたい」という思いを支える仕事です。

あなたの訪問が、その方の安心につながることがあります。あなたの気付きが、その方の生活を守ることがあります。そして、あなたの「また来ますね」を待ってくれる人がいます。



	このハンドブックが、あなたのそばに
迷ったとき、不安になったとき、もう一度基本に戻りたいとき。そんなときこのハンドブックがいつでもあなたの支えとなる一冊でありますように。
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Chapter
1
	訪問介護の仕事を知る


訪問介護とは ＋ 訪問介護の魅力
訪問介護は、訪問介護員（ホームヘルパー）が利用者さんのご自宅を訪問し、その人らしい生活を続けられるよう支援するサービスです。

支援には、食事・入浴・排泄などを支える「身体介護」と、掃除・洗濯・調理・買い物などを支える「生活援助」があります。

大切なのは、ただ「できないことを代わりに行う」のではなく、利用者さんが持っている力を活かしながら、自立した生活を支えることです。

	訪問介護の魅力
訪問介護の大きな魅力は、一人ひとりの暮らしにじっくり向き合えることです。
好きな食事、いつもの過ごし方、大切にしている習慣。そうした一人ひとりの「その人らしさ」を知り、寄り添いながら支援できることは、訪問介護ならではの魅力です。
関わりを重ねる中で生まれる「ありがとう」「あなたが来てくれてよかった」という言葉や笑顔も、この仕事の大きなやりがいの一つです。
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Chapter
1
	訪問介護の仕事を知る


訪問介護員に求められる「3つの力」
訪問介護員は、決められた支援を行うだけではありません。利用者さんの暮らしを支えるために、大切にしたい3つの力があります。
	① 観察する力
表情・声・動き・食事・生活環境などから、「いつもと違う」に気付く力。




	② 考える力
気付いたことに対して、「なぜだろう」「どうしたらよいだろう」と、利用者さんの立場や安全を考える力。




	③ つなぐ力
自分だけで抱え込まず、気付いたことや必要な情報を事業所や多職種へ伝え、次の支援につなげる力。




	観察する → 考える → つなぐ
まず気付く。そして考える。必要な人へつなぐ。この積み重ねが、利用者さんの安心した生活を支えていきます。
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Chapter
1
	訪問介護の仕事を知る


訪問介護員の一日の流れ
訪問介護は、利用者さんごとに決められた時間にご自宅を訪問し、サービスを提供します。

	基本の流れ
① 訪問前　予定・支援内容・申し送り・持ち物を確認する。
② 訪問　あいさつをして、利用者さんの体調や様子を確認する。
③ サービス　支援内容に沿って、安全と自立支援を意識しながらサービスを行う。
④ 終了・記録　支援のやり残しがないか確認し記録を残す。挨拶をして退室する。
⑤ 次の支援へ　必要な情報を共有し、次の訪問につなげる。




	大切にしたい3つの約束
1｜利用者さんを尊重する　その方の思いや生活習慣を大切にします。
2｜分からないことを自己判断しない　迷ったときは確認・相談します。
3｜「いつもと違う」に気付く　小さな変化を見逃さず、必要な支援につなげます。
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Chapter
2
	専門職として大切にしたいこと


利用者さんの尊厳
訪問介護員は、介護技術を提供するだけではありません。知識や技術を身につけ、利用者さんの思いや生活を理解し、その方にとってより良い支援とは何かを考え続ける専門職です。そして、その土台となるのが「尊厳」です。
尊厳（そんげん）とは、一人ひとりがその人自身として尊重され、大切にされることです。
介護が必要になっても、その方の人生や価値観、これまで大切にしてきた生活がなくなるわけではありません。
「何を着るか」「何を食べるか」「どう過ごしたいか」。日々の小さな選択も、その人らしい生活の一部です。
訪問介護員の考えや都合だけで決めるのではなく、利用者さんの思いや選択を尊重しながら支援することを大切にしましょう。

	POINT
介護を受ける人ではなく、一人の人として向き合う。




	考えてみよう
利用者さんが、自分で服を選ぼうとしています。あなたから見ると、別の服の方が着替えやすそうです。あなたなら、どのように関わりますか？
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Chapter
2
	専門職として大切にしたいこと


自立支援とは
自立支援とは、利用者さんが持っている力を活かし、できることをできるだけ続けられるように支援することです。
介護というと、「できないことを代わりにする」と考えがちですが、すべてを代わりに行うことが、その方にとって良い支援とは限りません。
例えば、時間はかかっても自分で着替えられる方なら、必要な部分だけを手伝い、できるところは見守る。
「してあげる」だけではなく、「その人の力を活かす」ことも介護です。
その利用者さんは何が出来て何が必要なのかを見極め、自立を促すような視点を忘れないようにしましょう。
大切なのは、何でも一人でできるようにすることではありません。その方の状態や思いに合わせて、必要なところを支えながら、その人らしい生活を続けられるようにすることが自立支援です。
	POINT
「できないこと」だけでなく、「できること」に目を向けよう。



	考えてみよう
時間はかかりますが、自分で上着を着ることができる利用者さん。忙しいとき、あなたならどう関わりますか？ 「安全」「本人の思い」「できる力」の3つから考えてみましょう。
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2
	専門職として大切にしたいこと


QOL（生活の質）とは
QOLとは Quality of Life（クオリティ・オブ・ライフ）の略で、日本語では「生活の質」といいます。
介護では、ただ安全に生活できることだけではなく、その人がその人らしく、満足感を持って暮らせているかという視点も大切です。
「好きなものを食べたい」「自分でできることは自分でしたい」「住み慣れた家で暮らしたい」「家族や友人との時間を大切にしたい」。大切にしたいことは、人それぞれ違います。
だからこそ、私たちは「介護する側にとって良い生活」ではなく、利用者さんにとっての“その人らしい生活”とは何かを考える必要があります。
そして、その生活を支えるための一つの考え方が、前のページで学んだ「自立支援」です。
	POINT
その人らしく生活するために生活習慣を尊重しましょう。
調理・掃除・洗濯の方法、買物等の習慣など、生活習慣や価値観は人によって大きく違います。まず、利用者さんやご家族の長年行ってきた方法を理解し受け入れましょう。生活環境を急に変えることは避け、利用者さんに確認しながら、納得してもらえるような関わりを心がけましょう。

「できること」を支える。その積み重ねが、「その人らしく暮らすこと」につながっていきます。
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2
	専門職として大切にしたいこと


「いつもと違う」に気付く｜観察する力 → 判断する力
訪問介護では、利用者さんのそばにいるからこそ気付ける変化があります。
表情、声、動き、食事、水分、皮膚の状態、部屋の様子など、普段との違いを意識して見ることが「観察する力」です。
例えば、「いつもより元気がない」「立ち上がるときにふらついている」「食事がほとんど残っている」「いつもより会話が少ない」。こうした小さな変化に気付くことが、支援の第一歩です。

	気付いたら、次に「考える」
「何が起きているんだろう？」「このまま支援を続けても大丈夫かな？」「確認や相談が必要かな？」と考えます。これが、専門職としての判断する力です。




	「一人で判断する」とは？
分からないことや自分では判断できないことまで、確認せずに自分の考えだけで決めて行動することです。専門職として判断するとは、何でも自分一人で決めることではありません。自分で考えたうえで、「ここからは確認が必要」と判断できることも大切な力です。




	POINT
気付く → 考える → 必要なら確認する。「自分はこう考えた。でも確認が必要」と考えられる人を目指しましょう。
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2
	専門職として大切にしたいこと


気付いたことを、次の支援へ｜つなぐ力
訪問介護員が気付いた小さな変化は、その後の支援を考えるための大切な情報になります。大切なのは、気付いて終わりにしないことです。
「いつもより食事量が少なかった」「歩くときのふらつきが増えていた」「最近、同じ話を繰り返すことが増えた」。こうした変化をサービス提供責任者へ伝えることで、支援方法の見直しや、多職種との連携につながることがあります。

	多職種で支える
利用者さんの生活は、訪問介護員だけで支えているわけではありません。ケアマネジャー、看護師、医師、リハビリ職など、さまざまな専門職がそれぞれの役割を持って関わっています。




	学び続けることも専門職の仕事
調べる。教えてもらう。振り返る。次の支援に活かす。その積み重ねが、専門職としての成長につながります。




	POINT
観察する → 判断する → つなぐ。一人で完結するのではなく、チームの一員として利用者さんの暮らしを支えていきましょう。
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3
	支援先へ行く前の準備


身だしなみ ＆ 持ち物チェック
利用者さんのお宅へ伺う訪問介護では、身だしなみも支援の一部です。「おしゃれかどうか」ではなく、利用者さんが信頼して支援を受けられるかを基準に考えましょう。
	身だしなみチェック
□清潔感のある服装(靴下・靴・カバンやハンカチ等の持ち物を含む)になっている
□ 髪は清潔に整っている
□ 爪は短く清潔にしている
□ アクセサリーなど、支援の妨げになるものは外している
□ 香水や柔軟剤など、強い香りに配慮している
□ 体臭・たばこなどのにおいにも配慮している
□ 動きやすく、安全に支援できる服装・靴になっている



	持ち物チェック
□ 身分証
□ 携帯電話
□ 筆記用具
□ メモ帳
□ タオル(手拭き用・汗拭き用)
□ マスク・消毒用アルコール等・体温計
□ ディスポグローブ
□ その他、支援に必要なもの
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	支援先へ行く前の準備


時間を守ることは、信頼を守ること
訪問介護は、決められた時間に利用者さんのご自宅へ伺うサービスです。
遅刻はもちろん、予定より早すぎる訪問も、利用者さんの生活の予定を変えてしまうことがあります。余裕を持って行動し、決められた訪問時間を大切にしましょう。

	訪問前に確認しよう
□ 利用者さんのお名前
□ 訪問時間
□ サービス内容・手順
□ 前回からの申し送りや変更点
□ 支援するときの注意事項
□ 必要な持ち物




	訪問前に不安があったら
分からないことや不安なことがあれば、訪問してから困るのではなく、できるだけ訪問前に確認しておくことが大切です。
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4
	利用者さんのお宅でのマナー


訪問したら｜あいさつと玄関での所作
利用者さんのお宅は、私たちにとって「仕事をする場所」ですが、利用者さんにとっては大切な生活の場です。訪問した瞬間から、丁寧な振る舞いを心がけましょう。

【まずは気持ちのよい挨拶から】
笑顔で、相手に聞こえる明るい声で挨拶をしましょう
【表情や様子にも目を向ける】
利用者さんのお顔を見て、なるべく目線の高さを合わせます。「顔色・声・動き」など言葉以外の情報にも目を向け、いつもと違う様子がないか気付けるようにしましょう。
【靴や上着は丁寧に】
脱いだ靴は揃えて下座（端）に寄せ、上着は中表に畳み、荷物は予め確認し指定された場所に置きましょう。
【入室後は手洗い・うがいを】
自分自身を守るだけでなく、「ウイルスを持ち込まない・持ち出さない」ためにも大切です。洗面所の借用は必ず許可を取りましょう。
	丁寧な所作を
家に上がったあとも、ドアの開閉や物の扱いを乱暴にせず、一つひとつの動作を丁寧に行うことを意識しましょう。小さな所作の積み重ねが、「この人なら安心して家に迎えられる」という信頼につながり、事業所全体の評価にもつながっていきます。
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言葉づかいとプライバシー
利用者さんとの関係が深くなっても、友人や家族ではありません。相手を子ども扱いするような話し方や、命令するような言葉、ちゃん付けや呼び捨てなどは避け、一人ひとりに経緯を持って接しましょう。

丁寧な言葉づかいは、距離を遠ざけるものではありません。親しみの中にも礼節を持つことを大切にしましょう。

	ここは、利用者さんの「家」です
許可なく引き出しや戸棚を開けたり、支援に関係のない物を触ったりしないようにします。訪問中に知った家族関係や生活状況なども、利用者さんの大切なプライバシーです。
訪問介護は、プライバシーに入り込んで支援を行ったりすることが多い、密着型のサービスです。  また、サービスを提供される場所は第三者の目が届きにくい場所であり、密室型のサービスでもあります。
「仕事だから何を見てもいい」ではありません。必要な範囲を意識して、その方の生活空間を尊重しましょう。
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金銭・贈り物とスマートフォン

	金銭・贈り物
利用者さんから「いつもありがとう」と、お金や品物を渡されることがあります。気持ちはありがたく受け止めながら、個人的に金銭等を受け取ったり、貸し借りをしたりしないことが基本です。
贈り物を勧められた場合も、その場で自分だけで判断せず、必要に応じて事業所へ確認しましょう。




	スマートフォン
訪問中のスマートフォンは、業務に必要な場合を除き、私的に使用しません。利用者さんの目の前で私用のSNSやメッセージを確認することは、「自分との時間を大切にされていない」と感じさせてしまうことがあります。
また、利用者さんやご自宅を個人のスマートフォンで勝手に撮影しないことも大切です。

支援の後の記録をスマートフォンで行う事業所もあります。その際は変な誤解を招かないよう、一言声をかけてからスマートフォンの操作を行うようにしましょう。
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専門職としての適切な距離
支援を行う上で信頼関係は、とても大切です。しかし、親しくなっても、訪問介護員と利用者さんという専門職としての関係は変わりません。
利用者さんと介護員は限られた空間(密室)で密に関わるため、距離感が判らなくなったり、 距離が近づきすぎたりしてしまうことが多々あります。親密さが行き過ぎると共依存・ 私的な連絡・不適切なケアに発展する可能性を潜んでいます。
	適切な距離を保つ
□利用者さんやご家族と、個人的な連絡先の交換はしません。「何かあれば事務所に 連絡してほしい」と答えましょう。 
□利用者さんからプライベートな質問があった時は適度にぼかし答えるようにします(お住まいはどこ？→船橋の上の方です) 
□自身や他職員のプライベートな情報を不用意に開示しないようにします。 
□個人的な秘密の共有、頼まれごとがあった場合は、チーム全体で共有したいと伝え ましょう。一人で抱え込むことは重大なリスクマネジメントに発展します。 
□金銭の貸し借りはしません。
□関係性に迷ったら、一人で抱え込まずにサービス提供責任者に相談しましょう。



	支援が終わったら
使った物を元の場所へ戻し忘れ物がないか確認します。次回の訪問を告げ丁寧に挨拶をして退室します。 外でご近所の方と顔を合わせることもあります。知らん顔はせず軽く会釈をかわしま す。顔見知りになっておくと、不在の際に、情報を教えて下さる場合もあります。ただし、守秘義務の観点から個人情報について話すことは避けましょう。
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訪問介護でできること
訪問介護では、訪問介護計画に基づき、利用者さん本人の生活を支えるために必要な支援を行います。
訪問介護のサービスは、大きく「身体介護」と「生活援助」に分けられます。
	身体介護
利用者さんの身体に直接触れて行う介助や、日常生活を送るために必要な支援です。例えば、食事・入浴・排泄・着替え・移乗移動等の介助があります。
大切なのは、すべてを代わりに行うのではなく、利用者さんができることを活かしながら支援することです。見守ることも支援です。



	生活援助
利用者さんが日常生活を送るために必要な家事を支援します。例えば、掃除・洗濯・調理・買い物などがあります。
生活援助も、単なる「家事代行」ではありません。利用者さん本人の生活を支えるために、必要なことを行う介護サービスです。



	大切な視点
同じ内容に見えても、利用者さんの状態や計画によって支援方法は異なります。自分の判断で内容を増減せず、訪問介護計画書に添った支援を確認して行いましょう。
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	Chapter
5
	訪問介護の支援について


訪問介護で原則できないこと
訪問介護は、利用者さん本人の生活を支える介護保険サービスです。頼まれたことを何でも行うサービスではありません。

	例えば、確認が必要なもの
利用者さん本人以外のための家事(家族の分の調理・洗濯等)
日常生活の援助の範囲を超える大掃除や特別な作業(庭の手入れ・箪笥の移動等)
資格や制度上、訪問介護員が行えない行為(医療行為等)
→介護保険上出来ない支援（病院の付き添い等）…自費サービス等に変更可
訪問介護計画書に載っていない支援
　→必要であればサービス提供責任者へ相談




	迷ったら
「これくらいなら。一回だけなら」と自己判断で行うと、あの人はやってくれた、この間はやってくれた、という事になるかもしれません。断り方に迷ったときも、一人で抱え込む必要はありません。サービス提供責任者へ相談しましょう。
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Chapter
5
	訪問介護の支援について


医療行為は出来ません。
訪問介護員が行えることには、制度上の範囲があります。医療的な処置が必要に見える場合はサービス提供責任者へ連絡をして看護師または専門医に確認してもらいましょう。「原則として医療行為ではない行為に関するガイドライン」があります。一部可能な行為もあるため一度確認してみましょう。

利用者さんごとの支援方法
同じ「掃除」「入浴介助」でも、利用者さんが違えば支援方法も違います。

	利用者さんごとの支援方法を大切に
その方の身体状況、生活習慣、住環境、できること・難しいこと、本人の希望などによって、適切な支援は変わります。
「前の利用者さんではこうしたから」「自分の知識経験でこの方が良いから」と押し付けるのではなく、その利用者さんの生活習慣や希望を尊重しその方にあった支援を行います。その為に手順や注意事項をよく確認しましょう。
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Chapter
6
	記録・報告・個人情報


記録は、支援をつなぐ大切な情報
記録は「やったことを書くため」だけのものではありません。利用者さんの状態や支援内容を次の支援者へつなぐ大切な情報です。またご家族が確認の為に見ることもあります。
	伝わる記録のポイント
□「いつ・どこで・誰が・何を・なぜ・どのように」を心がける（５W1H）
□ 主観的・否定的な表現はさけ、客観的な事実を書く
□ 具体的に書く
□ 「元気そう」などの感想だけで終わらせない
□ いつもとの違いや変化を分かるように書く
□ 必要な対応を行った場合は、その内容も記録する



	例
①×「今日は元気がなかった」
○「訪問時、普段より会話が少なく、昼食は半量程度残していた」
②×「排便多量」
〇「軟便、鶏卵2個分」
③×「特にお変わりなかった」
　〇「体調はいつもと変わらないとのことでしたが、表情はいつもより明るく食事量もいつもより摂取できている様子でした。」
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Chapter
6
	記録・報告・個人情報


報告・連絡・相談 ＋ ヒヤリハット
訪問介護は一人で訪問することが多い仕事ですが、支援はチームで行っています。気付いたことや判断に迷うことを、一人で抱え込まないことが大切です。

	報告・連絡・相談(ホウ・レン・ソウ)
「いつもと違う」「このまま続けていいのかな」「次の人にも知っておいてほしい」と感じたことは、必要な人へつなぎましょう。




	ヒヤリハット
事故にはならなかったものの、「ヒヤッとした」「危なかった」と感じた出来事も大切な情報です。
「事故にならなくてよかった」で終わらせず、次の事故を防ぐための情報として共有しましょう。

―ヒヤリハット（ハインリッヒ）の法則―
「1件の重大事故の背後には、29件の軽微な事故と、300件のヒヤリハット（危うく事故になりかけた事例）が隠れている」という法則です。
大きな事故を防ぐためにも情報の共有は必ず行いましょう。
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Chapter
6
	記録・報告・個人情報


個人情報を大切に扱おう
訪問介護では、利用者さんやご家族の生活に関する多くの情報を知ることになります。その情報を大切に扱うことは、専門職としての基本です。
罰則対象になることもあるため丁寧に扱いましょう。
	こんなことに注意
□ 利用者さんの情報を家族や友人などに話さない
□ 公共の場所で利用者さんについて話さない
□ 書類や記録を置き忘れない
□ 個人情報が書かれたメモを不用意に捨てない
□ SNSに利用者さんの情報を投稿しない
□ 業務で知った情報を興味本位で他の職員に話さない
□ 退職後も外部に漏らさない
□自分の電話番号やLINE等のアカウントを教えない。




	覚えておこう
「名前を書かなければ大丈夫」ではありません。内容や写真などから個人が分かることもあります。
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Chapter
7
	支援デビュー


同行訪問で学ぼう
独り立ちは、ゴールではなくスタートです。同行訪問では、ただ動きを覚えるのではなく、利用者さんを知り、支援の意味を理解することを大切にしましょう。

	同行訪問で確認したいこと
□ 利用者さんの心身状態・こだわり(マイルール)
□ 支援の手順と時間配分
□ 声かけや距離の取り方
□ 物品の保管場所
□ 利用者さんができること(介助しすぎにならない為に)
□記録の書き方




	同行を受けるときの心構え
次回は自分が支援するという意識を持って訪問します。
動きだけでなく、声かけや利用者さんとの関係にも注目します。
分からないことはそのままにせず確認しましょう。
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Chapter
7
	支援デビュー


同行から独り立ちへ
同行が終わったら、できたこと・分からなかったこと・不安なことを振り返りましょう。

	一人で訪問するとき
□ 支援内容と注意点を確認している
□ 不安な点を事前に確認している
□ 迷ったら自己判断で進めない
□ 相談先を確認している




	相談できることもプロの力
現場デビュー後も、初めて経験することはたくさんあります。分からないことを聞くこと、振り返ること、学び続けることも専門職の仕事です。




	MESSAGE
現場デビューはゴールではありません。プロフェッショナルへの「はじめの一歩」です。
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Chapter
8
	困ったときの対応


訪問で困ったとき

	遅刻しそうなとき
分かった時点でサービス提供責任者へ連絡しましょう。焦って事故を起こさない。




	利用者さんが不在のとき
自己判断で帰ったり、探し回ったりせずサービス提供責任者へ連絡しましょう。




	苦情を受けたとき
まず話を聞く。言い返さない。一人で解決しようとしない。必ずサービス提供責任者へ相談しましょう。




	物を壊してしまったとき
隠さず誠実に対応する。安全を確認し状況報告と謝罪をする。その後サービス提供責任者へ報告する。自分の判断でお金を支払ったり弁償の約束等をしない。
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	Chapter
8
	困ったときの対応


利用者さんの状態で困ったとき

	体調がいつもと違うとき
　何がいつもと違うのかを確認し、必要な対応を行う。
それでも悪化が見られる場合は即座に連絡する。
転倒・事故が起きたとき
慌てて動かすのではなく、まず状態と安全を確認する。
緊急性が高いと感じたとき
　一人で抱えず、緊急時の対応に沿って行動する。




	こんな時は、すぐにサービス提供責任者へ連絡しましょう。
その際下記のポイントを伝えます。
意識・呼吸・顔色・発熱・血圧・痛み・出血・普段との違いなどを落ち着いて確認します。
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Chapter
8
	困ったときの対応


対応に困ったとき
	「誰にも言わないで」と言われたとき
「誰にも言いません」と約束しない。秘密を守ることと、支援に必要な情報を適切に共有することは別です。




	身の危険やハラスメントを感じたとき
自分の身の危険を感じたら、無理に支援を続けずにすぐに退室してください。
退室後はその場でサービス提供責任者へ連絡します。




	困ったときは、まず相談する
一人で訪問することと、一人で抱え込むことは違います。分からないこと、迷ったこと、不安に感じたことを相談することも、利用者さんに責任を持つということです。
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知っておきたい用語集①
―介護・訪問介護―
	ADL（日常生活動作）
食事・着替え・排泄・入浴・移動など、日常生活を送るための基本的な動作。



	IADL（手段的日常生活動作）
買い物・調理・掃除・洗濯・金銭管理など、生活を送るために必要な、より複雑な動作。



	QOL（生活の質）
その人らしく、満足感を持って生活できているかを考える言葉。



	よく見るサービスの区分
身体01｜身体介護 20分未満
身体1｜身体介護 20分以上30分未満
身体2｜身体介護 30分以上1時間未満
生活2｜生活援助 20分以上45分未満
生活3｜生活援助 45分以上
身体1生活1｜身体介護20分以上30分未満 ＋ 生活援助20分以上45分未満
身体1生活2｜身体介護20分以上30分未満 ＋ 生活援助45分以上70分未満
身体1生活3｜身体介護20分以上30分未満 ＋ 生活援助70分以上
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知っておきたい用語集②
―医療用語・バイタル―
	よく聞く医療用語
褥瘡（じょくそう／デク）｜長時間同じ場所に圧力がかかることなどにより、皮膚やその下の組織が傷ついた状態。
浮腫（ふしゅ）｜いわゆる「むくみ」。
拘縮（こうしゅく）｜関節が動かしにくくなり、動く範囲が狭くなった状態。
嚥下（えんげ）｜食べ物や飲み物を飲み込むこと。
誤嚥（ごえん）｜食べ物や飲み物などが、誤って気管に入ること。
傾眠（けいみん）｜うとうとしていることが多く、刺激すると目を覚ます状態。
発赤（ほっせき）｜皮膚が赤くなっている状態。



	バイタルサインの基本
SpO₂（サチュレーション）｜一般的には96〜99％程度が目安。
血圧（BP）｜成人の正常血圧の目安は、診察室血圧で120/80mmHg未満。
脈拍（P・Pulse）｜成人の安静時で、おおむね60〜100回/分が目安。
呼吸数（R・RR）｜成人の安静時で、おおむね12〜20回/分が目安。
体温（BT）｜数値だけでなく、その方の普段の平熱と比べて確認する。



	大切なこと
大切なのは「正常値かどうか」だけではありません。利用者さんによって普段の値は異なります。数値だけで判断せず、「その方のいつもとの違い」を見ることを大切にしましょう。


—  31  —
現場デビュー前チェックリスト
	基本・マナー
□ 身だしなみ・必要な持ち物を準備できる
□ 訪問時間を確認し、余裕をもって行動できる
□ 丁寧なあいさつ・言葉づかい・所作を意識できる
□ 利用者さんの生活空間やプライバシーに配慮できる



	支援
□ 利用者さんごとの支援内容・手順を確認している
□ 利用者さんの「できること」を活かす自立支援を意識できる
□ 分からない支援を自己判断で行わない
□ 利用者さんの「いつもとの違い」に気付くことを意識できる



	記録・連携／困ったとき
□ 事実を具体的に記録できる
□ 必要な報告・連絡・相談ができる
□ ヒヤリハットの意味を理解している
□ 個人情報を適切に取り扱える
□ 判断に迷ったとき、相談することができる
□ 「一人で訪問する＝一人で判断する」ではないことを理解している



	最後に
すべてにチェックがつくことがゴールではありません。分からないことや不安なことをそのままにせず、「確認したい」と言えることも、現場へ出るための大切な力です。
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困ったときの相談先 ＋ MY NOTES
	困ったときの相談先
事業所名　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
電話番号　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
緊急時連絡先　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



	MY NOTES｜覚えておきたいこと・教えてもらったこと




	次回、確認したいこと




—  33  —
これから現場へ向かうあなたへ
ここまで、このハンドブックを読んでくれてありがとうございます。
これから訪問介護の現場に出る中で、うまくいくこともあれば、迷ったり、自信をなくしたりすることもあると思います。
最初から、何でもできる人はいません。
分からないことは聞く。迷ったときは相談する。うまくいかなかったときは振り返る。その一つひとつが、専門職としての経験になっていきます。

そして忘れないでほしいのは、訪問介護は一人で訪問する仕事ではあっても、一人で支える仕事ではないということです。
事業所の仲間や、さまざまな専門職がいます。困ったときには、頼ってください。

このハンドブックも、そんなあなたを応援したいという思いから、船橋市訪問介護事業者連絡会『サービス提供責任者部会』のみんなで意見を出し合いつくりました。
あなたがこれから出会う利用者さんとの時間を大切にしながら、自分らしい訪問介護員へと成長していってください。
	最後に
私たちも、いつか年を重ね、高齢者になります。
だからこそ、私たちが年をとったとき「年をとるのも悪くない」そう思える社会であって欲しい。
本気で楽しみ、全力で向き合い、心と心をつないでいく。
そんな支援の積み重ねが「年をとることが楽しみになる未来」につながっていくのだと思います。
自分たちが、いつか受けたいと思える介護を。
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	制作協力

《監修》
○株式会社前原ハート　　前原ハート訪問介護ステーション　　
サービス提供責任者部会　部会長　鈴木　美智子

《制作協力》
○有限会社ケア・サービス虹　　
河津　美智子
○有限会社ケア・ネット船橋　　ケア・ネット船橋事業所　
布施　仁詩
○（公財）船橋市福祉サービス公社　　西船事業所
淺井　誠
○有限会社ケア・サービス虹
小川　里子
○社会福祉法人千葉勤労者福祉会　　ヘルパーステーションなのはな二和事業所
山﨑　幸子
○株式会社さくらモンデックス　　さくら·介護ステーション夏見　
中山　紫乃

《企画・編集》
○株式会社プライマルケアサービス　　プライマルケア船橋
野地　祐太


企画・制作：船橋市訪問介護事業者連絡会『サービス提供責任者部会』
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